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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

ア労力銀行の“愛の通貨”

－ライフリスクマネージメ
　　　　　　　ボランティ

を活用して
ントから世界規模の災害まで
ア労力銀行　主宰　水島　照子

○通貨の単位は「１時間１点= 1食分」とする。１食分は１日の食費のＳ又はその国の一

般的な食物の価格とする（日本はカレーライス、米国はハンバーガーとソフトドリンク）

○愛の通過は平等で格差が少ない。１時間の長さは世界共通で、人間の寿命は国々によっ

て違うが、その格差は約２倍前後であり、富の格差よりはるかに少ない。

○時は金なりを、時は命なりと考え、自分の一生を時間に置き換えると人生８０年時代は

約7 0万時間となる。その約Ｓを睡眠・休息の時間とし、残りの時間をどのように使うか

という事で、生活設計とライフスタイルを考えることができ連帯感を育てる事が出来る。

○･愛の通貨’は自分の生命を基にして自由に自主的に使えるから、インフレやデフレや

円高、円安、株価の高低等の人為的な操作に左右されることがない。

○“愛の通貨’はフ､アミリーリスク・マネージメントに最も安価で最も有効的な方法で、

出産や老いによる介護時間はある程度予測出来、予め“時間rr蓄”をする事が出来る。

○3II#間働けば食べていけるという事を原SI);とし、１日の給料を８点、週給なら6 0点、

月給なら2 5 0点、年俸なら3000点を最低賃金としIS界的な基準を作る。自分は最低

賃金の何人分を得ているかという事を割りｉし:協力し助け合う事が容易に出来る。

○毎年飢えている人の数を調べ、これを世界の富豪から順次応分に助ける事によって。国

の枠を越えて人道的な問題を解決することが可能になる。

○地震、台風、水害などに対しては、上記の事をふまえた上で、有志のボランティアを登

録しておくことにより、即刻対応することが出来る。家庭のリスクから、地球規模の災害

まで、世界的に活用出来る時間単位の“愛の通貨”を2 3年の実mを基に提案する。
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在宅酸素療法患者の生活意識について

　　　　　神戸松蔭女子学院短期大学

12

水島 かな江

［目的］平成元年に策定された厚生省の「ゴールドプラン」、及び在宅療養を可能にする各種機

器の発達とともに、在宅看護が進められている。在宅看護の代表的なものに在宅酸素療法（HOT）

があるが、濃縮酸素器の小型化と、機器利用への健康保険の適用は、人生の最後を病院で過ご

すしか方法のなかった肺結核、肺気腫等の後遺症を持つ人たちに、在宅での療養を可能にした。

本研究では、クオリティ・オブ・ライフの面からも注目されている在宅酸素療法について、そ

れがもたらしたものを探る。具体的には、①療養をする場所としての「家」と「病院」の持つ

意味、dm素の機械と患者の生活の関係に焦点をあてて報告する。

E方法1　国立刀根山病院に通院する在宅酸素療法の患者のうち、了解を得られた2 4名につい

て、1 994年８月から1 995年２月まで面接による予備調査を行い、その知見をもとに、

1 995年1 0月から、同じく在宅酸素療法を行っている1 22名を対象に留め置きの質問紙

調査を行なった。

［結果］一人暮らしの者も含め、在宅希望は、8 3. 5%と圧倒的に多いが、その理由を見る

と、自由、人間関係など、家族の存在という’よりむしろ自分の生活圏、つまり「巣」としての

意味が多く含まれていることがわかった。また、行動を広げるはずの酸素の機器が必ずしも広

げるものとなっておらず、利用の仕方は利用する者のそれまでの生活暦等に深く関連すること

がわかった。これらのことから、援助機器を導入した在宅療法を考える場合には、生活歴から

の視点が欠かせないことが示唆された。
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